
前
号
イ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
経
費
の
額
の
二
十
分
の
九
（
生
産
性
要
件
に
該
当

す
る
建
設
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
五
分
の
三
）（
中
小
建
設
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
五
分
の
三
（
生
産
性

要
件
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
四
分
の
三
））に
相
当
す
る
額

前
号
イ

に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
雇
用
管
理
研
修
等
を
受
け
さ
せ
た
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
七
千
六

百
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
建
設
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
九
千
六
百
円
）
に
、
当
該
雇
用
管
理
研

修
等
を
受
け
さ
せ
た
日
数
（
一
の
雇
用
管
理
研
修
等
に
つ
い
て
六
日
分
を
限
度
と
す
る
。）を
乗
じ
て
得

た
額

ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
建
設
事
業
主
団
体
等

前
号
ロ

又
は

に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
経
費
の
額
の

二
分
の
一
（
中
小
建
設
事
業
主
団
体
等
（
中
小
建
設
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
を
い
う
。
第
五

項
及
び
第
六
項
第
一
号
イ

に
お
い
て
同
じ
。）に
あ
っ
て
は
、
三
分
の
二
）
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額

が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
千
万
円（
全
国
的
な
建
設
事
業
主
団
体
等
及
び
都
道
府
県
団
体
等（
一

の
都
道
府
県
の
地
域
に
お
け
る
一
の
建
設
事
業
主
団
体
等
で
あ
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
地
域
に
お
け
る

建
設
事
業
主
（
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
元
方
事
業
主
に
限
る
。）の
相
当
数
を
そ
の
構
成
員
又
は
そ

の
連
合
団
体
を
構
成
す
る
団
体
の
構
成
員
と
す
る
も
の
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
二
千
万
円
を

超
え
る
と
き
は
、
二
千
万
円
））

ハ

前
号
ハ
に
該
当
す
る
職
業
訓
練
推
進
団
体

一
の
事
業
年
度
に
つ
き
、
当
該
職
業
訓
練
推
進
団
体
が
職

業
訓
練
の
推
進
の
た
め
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
（
規
模
五
万
人
日
以
上

の
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
一
億
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、一
億
五
百
万
円
、

規
模
四
万
人
日
以
上
五
万
人
日
未
満
の
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
九
千
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
九
千
万
円
、規
模
三
万
人
日
以
上
四
万
人
日
未
満
の
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
額
が
七
千
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
七
千
五
百
万
円
、
規
模
二
万
人
日
以
上
三
万
人
日
未
満
の

職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
六
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
六
千
万
円
、
規
模
二
万

人
日
未
満
の
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
四
千
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
千

五
百
万
円
）

４

建
設
分
野
作
業
員
宿
舎
等
設
置
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
職
業
訓
練
推
進
団
体
又
は
中

小
建
設
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
業
訓
練
推
進
団
体
又
は
中
小
建
設
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

職
業
訓
練
推
進
団
体
で
あ
っ
て
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
職
業
訓

練
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
指

導
員
訓
練
（
以
下
「
認
定
訓
練
」
と
い
う
。）の
実
施
に
適
し
た
施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

中
小
建
設
事
業
主
で
あ
っ
て
、
建
設
作
業
に
従
事
す
る
女
性
労
働
者
（
岩
手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県

に
お
い
て
は
、
男
性
労
働
者
を
含
む
建
設
労
働
者
）
の
た
め
の
宿
舎
そ
の
他
の
施
設
の
貸
与
を
受
け
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
職
業
訓
練
推
進
団
体
又
は
中
小
建
設
事
業
主
に
応
じ
て
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
額

イ

前
号
イ
に
該
当
す
る
職
業
訓
練
推
進
団
体

同
号
イ
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る
と
き
は
、
三
億
円
）

ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主

一
の
事
業
年
度
に
つ
き
、
同
号
ロ
の
貸
与
に
要
す
る
経
費
の

五
分
の
三
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
四
分
の
三
）に
相
当
す
る
額（
そ

の
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
六
十
万
円
）（
岩
手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県
に
お
い
て
は
、
一
の

事
業
年
度
に
つ
き
、
同
号
ロ
の
貸
与
に
要
す
る
経
費
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
二
百
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
二
百
万
円
））
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